
まっつん式レンズ修理塾２期 

どこでも学べないノウハウをあなたに。 
唯一無二の“レンズ修理ノウハウ”を実践して 
一生でも稼げる方法を身につけましょう。 

まっつん式レンズ修理塾２期に申し込む 
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 
　 　
　 　
　 　
　　　　　　　　　　　　

“まっつん式レンズ修理塾２期” 

https://1lejend.com/stepmail/kd.php?no=IRnMdaAJqOg


利益率を５割上げられる 
修理ノウハウを大公開します 



 

物販で大きな利益が見込め、利益率の高い方法はこちら。 

この修理塾は、２０１７年に「テツ式修理分解アカデミー」と
して発足し、今回で通算４回目の開講になります。 



やはり修理ができるようになると、ジャンク品で３０００円で
仕入れたレンズも１万５０００円や２万円などで売れるように
なり、 
仕入れの幅が大きく広がります。 

今までのカメラ販売のやり方でも、もちろん稼ぐ事はできます
が、さらに大きく、小資金で稼ぎたいというのであれば、 
この修理スキルを持っていて損はありません。 

無在庫を実践する場合でも、在庫販売として実践する場合でも 
この修理スキルは大きく役立ってきます。 

この修理塾は正直、いつまで開催できるかはわかりません。 

一生モノのスキルであり、親切なカメラ屋さんが教えてくれた
からこの塾を開講できていますが、 
基本的には誰も教えてくれないことなのです。 

ジャンク品をジャンク品のまま売っていては、 
せいぜい、３０００円が５０００円になるという程度ですが、 

それを１万円、２万円で売っていくには、 
この修理スキルというものは必須になってきます。 

ただ、修理というものは、技術であり、 
美容師さんや歯医者さんなどと同じように、 
数日で身についたり、一瞬でできるようなものではありません。



あくまでスキル、技術なので、経験がモノを言う世界です。 

そのため、じっくりと腰を据えて実践していく必要があります。

すぐに稼ぎたい方向けに、無在庫ノウハウや、在庫販売ノウハ
ウがありますが、それはそれで実践して下さい。 

そのまま右から左に流すだけの転売も、今でも有効です。 

ただ、それに加えて大きな利益を得るという手段として、 
この修理ノウハウを活用し、 
実際に修理ができるようになって欲しいのです。 

そうすると、本当にどんな状態でも稼げるようになります。 

そのまま売っても良し、 
さらに利益を増やしたければ、修理して利益を増やす、 
ということができるようになるんです。 



１４種類のこだわり修理テキストと 
修理の実録動画を配布。 

 

今回の塾では、１４種類のレンズのテキスト＋動画を配布しま
す。 



マニュアルレンズだけでなく、オートフォーカスレンズの修理
方法もありますし 

さらに種類が充実してきています。 

簡単なレンズから、それなりに高度なレンズまで学べますので、

様々なレンズの修理に挑戦してみて下さい。 

１ヶ月目に６種類のレンズ修理コンテンツ配布 

２ヶ月目に４種類のレンズ修理コンテンツ配布 

３ヶ月目に４種類のレンズ修理コンテンツ配布 

全部で１４種類のレンズ修理テキスト＋動画配布となります。 

※一部動画が無いタイプのものもあります。 

１ヶ月目に配布する６種類を紹介します。 
参考までにご覧下さい。 



１、ニコン Ai 50mm F1.4 （テキスト＋動画） 

ニコンの標準レンズです。 
最もオーソドックスで扱いやすいレンズなので、 
まず学んでもらいたいレンズになります。 

ニコンはマニュアルレンズでも需要が高く、 
仕入れやすい、売りやすいレンズが多いので 
まずこの基本形を覚えてしまいましょう。 

2、コンタックス プラナー 50mm F1.4（テキスト＋動画） 

コンタックスのプラナー50mm F1.4になります 
こちらはコンタックスの標準レンズになりますが、 
定番なので、良く見かけるレンズになります 

このレンズ、標準レンズと言うわりには 
実はコツのいるレンズですが、そのコツについて 
かなり具体的なポイントを記載してみました。 

3、ニコン Ai-S マイクロニッコール 55mm F2.8（テキスト＋
動画） 



こちらはニコンのマクロレンズになります。 
55ミリの2.8は今でも人気のマクロレンズです。 
わりと玉数も多いので、覚えておいて損はないレンズです。 

4、ニコン Ai 85mm F2（テキスト＋動画） 

こちらはニコンのマニュアルレンズです。 
85ミリというレンズは、“ポートレートレンズ”と呼ばれ、 
人物撮影のカメラマンに人気のレンズになります。 

その中でもマニュアルタイプのF2は人気で、 
手頃な価格と、高画質な撮影ができるため 
今でもそれなりに値段が付いているレンズになります。 

Aiタイプ、Ai-Sタイプなど、多くのタイプのあるのが 
ニコンのマニュアルレンズの特長ですが、 
こちらはAiタイプのレンズを収録しています。 

なおAi-Sタイプでもそこまで構造は変わりません。 

5、ニコン Ai 135mm F2.8（テキスト＋動画） 

こちらもニコンのAiタイプの135ミリF2.8になります 
中望遠レンズと呼ばれるタイプの中でも、望遠側のレンズで、 



コアなファンも多いレンズになります 

このレンズ、簡単かと思いきや意外と手こずったので、 
後のほうに持ってきました。 

6、ミノルタ AF 50mm F1.4（テキスト＋動画） 

これは今のソニーのレンズの一世代前のミノルタというメーカー
の 
レンズですね。 
こちらはオートフォーカスタイプです。 
むかしミノルタだったものがコニカミノルタと合併し、 
今のソニーになりました。 
Newタイプというバージョンもありますが、 
こちらのレンズは旧タイプの１型になります 

オートフォーカスのレンズであっても 
このように修理・分解できるものがありますので 
ぜひ挑戦してみてください。 



ちょっとマニアックな修理も 
あなたにお伝えしていきます 



 

カメラのミラーアップズレなど、ちょっとマニアックな 
修理も、修理塾では教えていきます。 

ヤフオクでは、カビあり、曇りありのレンズは 
たくさん出品されています。 

それらを繰り返し修理し出品することで稼げるんです。 



利益率５０％以上は当たり前。 

通常の物販より一歩進んだ方法を学びませんか。 

塾の中では、 

○修理を始めるにあたって必要な道具 

○修理するレンズの仕入れ方 

○修理したレンズの販売方法 

というノウハウも解説していきます。 

これによって、修理するレンズをどのように仕入れたらいいか、

修理したレンズをどのように販売していくか、 

という方法がわかります。 
修理だけでなく、修理できるレンズの見つけ方、 

修理したレンズの売り方も学んでもらい、 

より安く仕入れたり、より高く売る方法を実践して下さい。 



まっつん式レンズ修理塾２期　概要 

期間　２０１８年２月１日　～　４月３０日 

○修理テキスト、動画の配布（新規の方１４種類） 

○修理の道具に関するコンテンツ 

○仕入れ方、売り方に関するコンテンツ 

○臨時のコンテンツ 

○修理オンラインサポート（期間中無制限） 

○ラインコミュニティ参加 

○仕入れツアー＆修理実践会参加権（２回） 
関東１回、関西１回を予定。 
※参加者さんのお住いの地域が偏った場合は、１回をご当地開
催に変更することも考えています。基本的には関東１回関西１
回とお考え下さいませ。 

○懇親会参加権（※飲食代別途） 

◯参加費　１６８０００円（税込） 



メイン講師　松山 載千（まっつん） 
 

２０１２年より名古屋でカメラ販売を始める。元々はパソコン
の修理・販売を実践していたが、リーマンショックの影響で売
上が落ち込んだことからカメラ販売を開始。目利きの販売が中
心だったカメラ販売の中で、修理して大きく利益を増やす手法
に目をつけ、修理販売だけで月５０万円以上稼げるようになる。
小資金で大きく稼げる修理販売は、初心者にもお勧めしている 

サブ講師として、喜多良助も当塾にてサポート致します。 

＜先行入塾特典　２０１８年１月１５日（月）まで＞ 

○受講料２万円引き　１４８０００円（税込）で入塾 

○１月２１日（日）に神戸で開催される 



仕入れツアー＆修理実践会にフライング参加 

この２つの特典を用意しました。 

塾は２月からとなりますが、先行で 

１月２１日（日）に神戸で開催される仕入れツアーと 

修理実践会にフライング参加できます。 
また、終了後には懇親会もあります。 

※先行特典は終了しました。 

修理実践会で、レンズが上手く修理できた後の 

お酒は最高です。 

ぜひ、あなたもレンズの修理を実践して、 

大きな利益を手に入れて下さい。 



まっつん式レンズ修理塾２期に申し込む 

ぜひ、修理も頑張っていきましょう！！ 

　＜特定商取引法に基づく表示＞

https://1lejend.com/stepmail/kd.php?no=IRnMdaAJqOg
http://princemedia.club/wp-content/uploads/2018/01/mattun2-tokutei.pdf

